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上道直夫教授略歴および著作
明治37年 (1904年）
6月24日，父菊治，母ウノの 4男として，
ーに生まれる．
明治44年 (1911年）
4月，大阪市立松ケ枝小学校入学．
大正6年 (1917年）
3月，同上卒業．
4月，大阪府立今宮中学校入学．
大正11年 (1922年）
3月，同上卒業．
大正12年 (1923年）
4月， 大阪高等学校文科乙類入学． 在学中， 文芸雑誌「傾斜市
街」，「辻馬車」などの同人となる．
昭和 3年 (1928年）
3月，同上卒業．
4月，東京帝国大学文学部独逸文学科入学．
昭和 6年 (1931年）
3月，同上卒業．
4月，高等学校高等科教員免許状（独語）受領． 4月以後およそ
1年間，肺炎カタルのために自宅療養をする．
昭和 7年 (1932年）
4月，同上大学院入学．指等教授は故木村謹治博士，研究テーマ
は G.ハウフ゜トマンを中心とするドイツ自然主義文学．ハウフ゜ト
マンの生誕70年に当たるこの年，彼の自伝的長篇小説「情熱の書」
の翻訳を企画する．
昭和8年（1933年）
3月23日，関場茂樹，鶴子の長女智子と婚姻．
昭和8年（1934年）
7月， 「情熱の書」第1部，春陽堂発行．
昭和11年（1935年）
8月，同上，第2部，同上．
昭和11年（1936年）
3月，大学院終了．大学院在学中，ハウプトマンの「日の出前｣，
「ハンネレの昇天｣， 「駅者ヘンシェル」その他のレポートを提出．
9月，関西大学講師委嘱．
昭和17年（1942年）
3月，任関西大学教授（予科勤務)．
昭和19年（1944年）
3月，教授を辞任，講師委嘱（太平洋戦争の激化に伴なう学生数の激
減のため，大学教職員の調整を必要とした大学当局の方針にもとづく）．
4月，大阪市立医学専門学校（大阪市立大学医学部の前身）の創
立により講師委嘱．
11月，任関西大学教授（予科勤務)．
昭和20年(1945年)6月，和歌山県立医学専門学校講師委嘱．
8月，第2次世界大戦終結．
昭和21年（1946年）
9月，近畿南部地区学校集団教員適格審査委員会に依り適格と判
定される．
昭和23年（1948年）
4月，任関西大学（新制）教授（文学部勤務)．
昭和24年（1949年）
6月，ゲーテ生誕200年に当たり，関西大学文学部は学友会と共
にその記念祭を挙行した． 日時は6月16日午後1時より，場所は威
徳館，行事次第は1．挨拶，岩崎学長2．講演，渡辺格司（当時，大
阪大学教授)，上道直夫3．レコード鑑賞（大阪放送局提供） 4．演劇く
ファウスト＞関大演劇部． 司会は時の文学部長堀正人教授であっ
た．
昭和25年(1950年）
4月，大阪大学教養部講師委嘱
10月，補関西大学文学部次長．
昭和26年（1951年）
10月，解文学部次長（任期満了)．
昭和27年（1952年）
10月，補関西大学文学部長．
昭和28年（1953年）
9月，解文学部長（任期満了)．
10月，補文学部長．
昭和29年（1954年）
9月，解文学部長（任期満了)．
昭和30年（1955年）
5月，関西大学在外視察研究員として渡欧，主としてドイツ，オ
ーストリア， イギリスなどに滞在．
10月，帰国，翌年1月22B,阪神ドイツ文学会（大阪市立大学）に
おいてドイツ視察談を行なう．
昭和32年（1957年）
4月， 「ドイツ小文典」青山書店発行．
昭和33年（1958年）
5月，関西大学独逸文学会の機関誌「独逸文学」発刊，同学会の
会長委嘱．
10月，命関西大学文学部長，関西大学学内協議会協議員委嘱
昭和34年（1959年）
3月， 「初歩ドイツ語」第三書房発行．
9月，解文学部長（任期満了)．
10月，命文学部長．
昭和35年(1960年）
4月,,,KleinedeutscheGrammatik@#関西大学出版部発行．
9月，解文学部長（任期満了)．
昭和36年（1961年）
3月,G.ユンガー「二人の姉妹」編注，第三書房発行．
4月，阪神ドイツ文学会会長に選任される（任期2年)．
昭和37年（1962年）
3月， 「新ドイツ文法教程」三修社発行．
6月，関西大学協議会協議員委嘱（任期2年)．
12月， 阪神ドイツ文学会10周年，ハウプトマン生誕100年記念祭
を大手前会館で行なう．講演は鈴木重貞（当時，大阪大学教授)，手塚
富雄（当時，東京大学教櫛両氏，演劇は学園座に依るハウプトマン
の「平和祭｣．
昭和38年（1963年）
4月，阪神ドイツ文学会会長に再選される（任期2年)．
昭和39年（1964年）
4月，関西大学大学院文学研究科（博士課程）増設に伴ない兼
任． 「現代ドイツ短篇集」編注，青山書店発行．
6月，関西大学協議会協議員委嘱（任期2年)．
10月，学校法人関西大学理事に選任される（任期4年)．
出版委員会委員委嘱（任期2年)．
昭和40年（1965年）
5月，関西大学創立80周年記念事業実行委員会委員委嘱
6月， ドイツ連邦共和国政府の招聰に依り，手塚富雄，菊池栄
一，大山定一，高橋義孝，斎藤栄治，堀内明の諸氏と共に渡独， 6
月10日K61n-Wahn飛行場に到着以後,Bonn,Mainz,SaarbrUk-
ken,Stuttgart,Hannover,Berlin,Frankfurtの順に，各大
学，研究所，図書館，アルヒーフ，劇場，寺院などを訪れ， 7月7
日にFrankfurtで一行は解散し，各自思い思いの旅をつづける．
8月，オランダ，デンマークなどを経由して帰国．
11月,"NaturalismusinJapan"独文，「独逸文学」11号に発
表．
昭和42年（1967年）
4月,,,KleinedeutscheGrammatikzumSchulgebrauchKf
関西大学出版部発行．
昭和45年（1970年）
3月，関西大学教授を辞す（定年退職)．
4月，関西大学名誉教授の称号を授与される．
大阪産業大学教授に就任。
9月， 「システム・ ドイツ文法」朝日出版社発行．
